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履修要項 

 

立命館アジア太平洋大学 

アカデミック・オフィス 

 

オフィス再編に伴うオフィス名および担当業務変更のお知らせ 

 

APUでは、2024 年度内にオフィス体制の変更を予定しています。 

それに伴い、各オフィスの名称、担当業務、場所、学生窓口等が変わります。 

学部履修要項は、2024 年 3 月時点のオフィス名称、担当業務を掲載しています。 

最新のオフィス名称、担当業務等は、大学ウェブサイトで確認をお願いいたします。 

履修要項は、全て 2024 年 3月 12 日時点の内容を記載しています。 
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第8章 アジア太平洋学部

1. カリキュラムとは

卒業に必要な条件や履修できる科目を定めたもので、入学年度によって決まります。卒業まで変更されることはありません。（退学などの学籍異動

の場合を除く）

なお、日本語基準学生のみ、英語の開始レベルによってカリキュラムが変わります。

適用カリキュラム 対象者

2023カリキュラム

①2023年度以降に新入学生(1セメスター回生）として入学した学生

②2024年度以降に2回生編‧転入学生として入学した学生

③2025年度以降に3回生編‧転入学生として入学した学生

2017カリキュラム

①2017年度から2022年度に新入学生 (1セメスター回生）として入学した学生

②2018年度から2023年度に2回生編‧転入学生として入学した学生

③2019年度から2024年度に3回生編‧転入学生として入学した学生

2011カリキュラム

①2011年度から2016年度に新入学生 (1セメスター回生）として入学した学生

②2011年度から2017年度に2回生編‧転入学生として入学した学生

③2011年度から2018年度に3回生編‧転入学生として入学した学生

④2010年度以前の新入学生で復学‧再入学の結果、①と同一セメスター回生となる学生
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学部 アジア太平洋学部（APS）

入学基準言語 日本語基準（J） 英語基準（E）

英語の

開始レベル

初

級

準中

級

中

級

準上

級

上級

1

上級

2

免

除

英語の

履修トラック
スタンダードトラック（ST） アドバンストトラック（AT）

カリキュラム APS 17 JST APS 17 JAT APS 17 E

意味

アジア太平洋学部

2017カリキュラム

日本語基準

スタンダードトラック

アジア太平洋学部

2017カリキュラム

日本語基準

アドバンストトラック

アジア太平洋学

部

2017カリキュラ

ム

英語基準

アジア太平洋学部（APS）の場合

17 2017カリキュラム

① 2017年度から2022年度に新入学生 (1セメスター回生）として入学した学生

② 2018年度から2023年度に2回生編‧転入学生として入学した学生

③ 2019年度から2024年度に3回生編‧転入学生として入学した学生
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第8章 アジア太平洋学部

2. アジア太平洋学部について

アジア太平洋学部（APS）が目指す教育目標や方針について説明します。

アジア太平洋学部は、アジア太平洋地域の多様な政治、経済、社会、文化等に関する総合的な理解にたち、国際社会、環境と開発、観光等に関す

る基礎的および専門的知識を修得し、言語能力、コミュニケーション能力、問題解決能力を涵養し、アジア太平洋地域が直面する多様な諸課題を

理解することにより、アジア太平洋地域の持続的発展と共生に貢献できる人材を育成することを目的とする。

人材育成目的

学士（アジア太平洋学）

学位

17 2017カリキュラム

① 2017年度から2022年度に新入学生 (1セメスター回生）として入学した学生

② 2018年度から2023年度に2回生編‧転入学生として入学した学生

③ 2019年度から2024年度に3回生編‧転入学生として入学した学生
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アジア太平洋学部は、アジア太平洋学部学部則に定めた教育研究上の目的を達するため、卒業要件を定めるとともに、卒業時に修得すべき学修成果

として以下の3点に整理する。

（卒業要件）

（学修成果）

1.学問的知識‧理解

1-a. アジア太平洋地域を中心にグローバルな社会についての基礎的および関連する知識を身につけている。

1-b. 「環境‧開発」「観光学」「国際関係」「文化･社会･メディア」の4つの学修分野のいずれかを体系的に理解している。

1-c. 変化し続けるグローバルな社会について学問横断的に理解している。

2.能力とスキル

2-a. 論理的･批判的に思考することができる。

2-b. 専門･技術的なスキルを身につけている。

2-c. 思考において、また、自分の考えを表現する際に創造性を発揮できる。

3.社会関与

3-a. 少なくとも1つの第2言語に精通している。

3-b. グローバル社会において、異なる文化‧価値をもつ他者と適切にコミュニケーションを取ることができる。

3-c. グローバルな視点から、リーダーシップを発揮しつつ、責任ある行動を取ることができる。

〔2021.01.26改正〕

学位授与方針（ディプロマ‧ポリシー）

所定の期間在学し、以下に定める履修要件を満たし、要卒科目を合計124単位以上修得すること。

共通教育科目40単位以上の修得。ただし、以下の要件を満たすこと。

1 日本語基準学生は英語科目24単位以上、英語基準学生は日本語科目16単位以上の修得。ただし、入学時の言語運用能力によっ

て、英語科目、日本語科目の免除制度を別に設ける。

2 選択した学修分野で指定された共通教養科目2単位以上の修得。

APS専門教育科目62単位以上の修得。ただし、選択した学修分野で指定された専門教育科目28単位以上の修得。

日本語基準国内学生は英語で開講される共通教養科目もしくは専門教育科目20単位以上の修得。

なお、詳細な履修要件は、アジア太平洋学部学部則に定める。
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（1）教育課程編成方針

（科目配置：共通）

（科目配置：共通教育科目）

（科目配置：専門教育科目）

（カリキュラム‧マップ）

カリキュラム‧マップ（科目と修得できる力の対応表） は、APUホームページで公開。

教育課程編成方針‧実施方針（カリキュラム‧ポリシー）

共通教育科目、専門教育科目に区分し、これを4年間に配当して編成する。

共通教育科目は言語教育科目および共通教養科目に区分し、言語教育科目は英語科目、日本語科目、AP言語科目（中国語、韓国

語、マレー‧インドネシア語、スペイン語、タイ語、ベトナム語）および特定講義科目に区分する。

共通教養科目は、APUリテラシー科目、世界市民基盤科目、社会ニーズ科目から構成される。

APUリテラシー科目は、APU学生として必要な技能を修得するための科目群とする。

世界市民基盤科目は、APU学生として必要な知識を修得するための科目群とする。この科目群はさらに、アジア太平洋学系、日本学

系、基礎系、学部専攻入門系に分け、 学部専攻入門系には、最終的に学生が選択する学修分野の科目を修得することが必修 とされ

ている科目を配置する。

社会ニーズ科目は、社会ニーズに対応した技能を修得するための科目群とし、基礎スキル系およびICT系に分ける。

専門教育科目は、コア科目、演習科目、学部共通A科目、学部共通B科目および学修分野科目に区分し、学修分野科目は環境‧開

発、観光学、国際関係および文化‧社会‧メディアに区分する。

コア科目は、APSの理念と目的を理解するための科目群とする。

演習科目は、学生の興味‧関心から専門分野を少人数の演習形式で深めていく科目群とする。

共通科目は、特殊講義、フィールド‧スタディなど、学修分野に関わらず有益な知識‧経験を得るための科目群とする。

学修分野科目は、APSの教学を構成する4つの学修分野の知識を修得する科目群とする。
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（2）教育課程実施方針

（授業科目の開講）

（授業科目の運営）

〔2021.01.26改正〕

英語、日本語のどちらを修得しても入学でき、反対言語を学修しつつ、どちらの言語でも卒業ができるよう、アジア太平洋学部学部

則記載科目を原則として日英2言語で それぞれ開講する。

大学およびアジア太平洋学部が掲げる方針にしたがって、オフ‧キャンパス‧プログラムの開講拡充を進める。

全ての授業科目は、学生の体系的学修を最大限に可能にする学期‧曜日時限に開講する。

全ての授業科目は、大学設置基準および学則を遵守し、授業科目の方法に応じて、当該授業科目による教育効果、授業時間外に必要

な学修等を考慮して運営するものとする。

それぞれの授業科目は、当該授業科目がカリキュラム‧マップにおける位置付けを踏まえて、当該授業科目において学生に身につけ

させる学修目標（Learning Goals）および学修目的（Learning Objectives）を確実に学生が習得するようにシラバスを設計し、当

該授業科目を運営するものとする。

全ての授業科目は、APUの多文化環境を教育に十分に活用して、双方向かつ国際学生‧国内学生が協働する「多文化協働学修」を追

求する。

授業科目を担当する教員は、授業評価アンケート、成績評価問い合わせ、補講など、授業科目の運営に関して定められた諸制度を遵

守しなければならない。
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第8章 アジア太平洋学部

3. 卒業要件‧学修分野

2017カリキュラムが適用される学生

2017年度から2022年度に新入学生（1セメスター生）としてアジア太平洋学部（APS）に入学した学生

2018年度から2023年度に2回生編‧転入学生としてアジア太平洋学部（APS）に入学した学生

2019年度から2024年度に3回生編‧転入学生としてアジア太平洋学部（APS）に入学した学生

17 2017カリキュラム

① 2017年度から2022年度に新入学生 (1セメスター回生）として入学した学生

② 2018年度から2023年度に2回生編‧転入学生として入学した学生

③ 2019年度から2024年度に3回生編‧転入学生として入学した学生
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卒業するための要件は、「入学基準の言語」と「国内学生/国際学生」の区分で異なります。

アジア太平洋学部を卒業するためには、下表より自身に該当する「言語基準」と「国内学生/国際学生」の列に〇が付けられている要件を全て満た

す必要があります。

No. 卒業要件

言語基準‧国内/国際学生

日本語基準 英語基準

国内学生 国際学生 ―

1 少なくとも4年間在学していること 〇 〇 〇

2 合計124単位以上修得していること 〇 〇 〇

3
必修言語科目の単位をすべて修得していること

（もしくは履修免除されていること）
〇 〇 〇

4 各科目分野の必要単位数を修得していること 〇 〇 〇

5
英語開講科目を20単位以上修得していること

（日本語基準国内学生のみ適用）
〇 不要 不要

6 4つの学修分野のうち、何れか1つの分野を登録していること 〇 〇 〇

7
自身が登録した学修分野の必修科目（共通教養科目）を2単位以上修得

していること
〇 〇 〇

8
自身が登録した学修分野の専門教育科目を28単位以上修得しているこ

と
〇 〇 〇

卒業要件
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次の表は、カリキュラムごとの卒業に必要な単位数です。（カリキュラムの確認方法）

ただし、入学時に受けたプレイスメントテストの結果によって、必修言語（英語または日本語）の開始レベルが各個人により異なります。そのた

め、同じカリキュラムであっても「英語科目」または「日本語科目」の必要単位数も各個人によって異なります。必修言語の詳細は、＜卒業要件３

＞を確認してください。

各個人の必要単位数の確認方法

APS 17 JSTの卒業に必要な単位（APS 2017カリキュラム 日本語基準 英語スタンダードトラック）

科目分野 必要単位数 小計 合計

共通教育科目

英語科目 24単位

40単位

124単位以上

学修分野必修共通教養科目 2単位

共通教養科目 14単位

言語教育科目および共通教養科目 0単位

APS専門教育科目

登録した学修分野の専門教育科目 28単位

62単位

専門教育科目 34単位

他学部科目 0単位 0単位

要卒集計外科目 0単位

APS 17 JATの卒業に必要な単位（APS 2017カリキュラム 日本語基準 英語アドバンストトラック）

科目分野 必要単位数 小計 合計

共通教育科目

英語科目 12単位

40単位

124単位以上

学修分野必修共通教養科目 2単位

共通教養科目 14単位

言語教育科目および共通教養科目 12単位

APS専門教育科目

登録した学修分野の専門教育科目 28単位

62単位

専門教育科目 34単位

他学部科目 0単位 0単位

要卒集計外科目 0単位

カリキュラム別の卒業に必要な単位
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APS 17 Eの卒業に必要な単位（APS 2017カリキュラム 英語基準）

科目分野 必要単位数 小計 合計

共通教育科目

日本語科目 16単位

40単位

124単位以上

学修分野必修共通教養科目 2単位

共通教養科目 14単位

言語教育科目および共通教養科目 8単位

APS専門教育科目

登録した学修分野の専門教育科目 28単位

62単位

専門教育科目 34単位

他学部科目 0単位 0単位

要卒集計外科目 0単位

卒業要件1　少なくとも4年間在学していること

少なくとも4年間は在学している必要があります。

回生 1回生 2回生 3回生 4回生

セメス

ター

1セ

メ

2セ

メ

3セ

メ

４セ

メ

５セ

メ

６セ

メ

7セ

メ

８セ

メ

９セ

メ

在学
入

学
卒業 ―

※セメスターを「セメ」と省略しています。

卒業要件2　合計124単位以上修得していること

卒業までに、合計124単位以上修得する必要があります。

ただし、卒業要件3～8を1つでも満たしていない場合は、合計124単位以上修得していても卒業できません。

各卒業要件について
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卒業要件3　必修言語科目の単位をすべて修得していること（もしくは履修免除されていること）

入学時のプレイスメントテストの結果によって、英語科目または日本語科目の必要単位数が各個人によって異なります。

必修科目の単位を修得し終えるまで自動的に大学がクラスを指定し、登録します。

【英語科目】日本語基準の必修言語

履修

トラッ

ク

開

始

レ

ベ

ル

卒業

に

必要

な単

位

スタンダードトラック

必修英語科目の登録時期

アドバンスドトラック

必修英語科目の登録時

期

初

級A

準中

級A
中級A

準上

級A

上級

1A
上級2A

初

級B

準中

級B
中級B

準上

級B

上級

1B
上級2B

スタン

ダード

トラッ

ク

初

級
24

1セ

メ

初級

修得

後

準中級

修得後

中級

修得

後

（選

択）

（選

択）

準

中

級

18
免

除
1セメ

準中級

修得後

中級

修得

後

（選

択）

（選

択）

中

級
12

免

除
免除 1セメ

中級

修得

後

（選

択）

（選

択）

準

上

級

6
免

除
免除 免除 1セメ

（選

択）

（選

択）

アドバ

ンスト

トラッ

ク

上

級1
12

受講不可

1セメ
上級１

修得後

上

級2
6 免除

上級２

修得後

免

除
0 免除 免除

※赤字の「●セメ」は、セメスターを意味します

AとB両方の科目の単位を修得すると次のレベルに進むことができます。AまたはBのどちらかが不合格の場合、次のレベルに進むことはで

きません。（例えば、英語Aが合格、英語Bが不合格であった場合、次のセメスターに英語Bのみ登録します。）

どのレベルも、英語Aが4単位、英語Bが2単位の科目です。

英語科目の詳細は＜英語教育のページ＞を確認してください。
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【日本語科目】英語基準の必修言語

開始レベル

卒業に

必要な単

位

必修日本語科目の登録時期

日本語初級

Ⅰ
（4単位）

日本語初級

Ⅱ
（4単位）

日本語初級

Ⅲ
（4単位）

日本語中級

（4単位）

日本語初級Ⅰ 16 1セメスターにまとめて登録
初級Ⅰ~Ⅲ修得

後

日本語初級 II 12 免除 1セメスターにまとめて登録
初級Ⅱ~Ⅲ修得

後

日本語初級 III 8 免除 免除 1セメスター 初級Ⅲ修得後

日本語中級 4 免除 免除 免除 1セメスター

日本語中上級以

上
0 免除 免除 免除 免除

卒業要件4　各科目分野の必要単位数を修得していること

【例：JST（英語初級始まり）の場合】

科目分野
必要

単位数
小計 合計

共通教育科目

124単位

以上

2単位

14単位

0単位

APS専門

教育科目

28単位

他学部科目 0単位 0単位

要卒集計外科目 0単位

日本語科目の詳細は＜日本語教育のページ＞を確認してください。

卒業に必要な124単位のうち、102単位は修得するべき科目分野と単位数が決まっています（卒業要件3～8）。

102単位は修得するべき科目分野と単位数が定められていますが、残りの22単位（124単位-102単位）は、興味のある科目分野から単位を

修得して構いません。

必修言語科目の開始レベルによって、「英語科目または日本語科目」と「言語教育科目および共通教養科目」の必要単位数が少しずつ異

なりますが、定められている各科目分野の必要単位数合計102単位は、どの学生も同じです。

英語科目 24単位

40単位

学修分野必修共通教養科目

共通教養科目

言語教育科目および共通教養科目

登録した学修分野の専門教育科目

62単位

専門教育科目 34単位

計102単位
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卒業要件5 英語開講科目を20単位以上修得していること（日本語基準国内学生のみ適用）

日本語基準国内学生は、英語で開講される共通教養科目もしくは専門教育科目（自学部および他学部科目）を20単位以上修得することが必

要です。

日本語基準の学生が、英語開講科目を履修するためには、以下の条件を満たす必要があります。

英語の履修トラック 英語開講科目の受講条件

スタンダードトラック（JST） 「英語中級A‧B」が単位修得済み、もしくは、履修免除されていること。

アドバンストトラック（JAT） 特別な条件なく、第1セメスターから英語開講科目の登録が可能。

（注意）

科目概要

幅広い教養を英語力の強化を行いながら学ぶ共通教養科目です。

本格的な英語開講科目を履修するための第一段階として設定されています。

一度単位を修得すると、再度履修科目登録をすることはできません。

履修対象 スタンダードトラックの日本語基準国内学生のみ履修可能

履修条件

「英語準中級A‧B」修得後 ～ 「英語準上級A‧B」を修得するまでの間に履修可能

学部別にクラスが開講されるため、自学部以外の「ブリッジプログラム」は履修登録不可

履修を希望する場合は、自分で履修登録期間に登録してください。

言語教育科目や両言語開講科目（E/J）は、英語開講科目として認められません。

日本語基準国際学生は、この卒業要件を満たす必要はありません。

入学後に在留資格（国内/国際）の変更があった場合でも、卒業判定カテゴリ自体が変更されることはありません。

科目名「ブリッジプログラム」は、英語開講科目として集計されます。
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卒業要件6　4つの学修分野のうち、何れか1つの分野を登録していること

アジア太平洋地域の多様な文化、歴史、社会、自然環境や歴史情勢などに関する基礎知識や言語運用能力を核として、アジア太平洋地域の諸

問題に関する専門性や総合的な問題解決能力を形成するため、下記の 4 つの学修分野を設置しています。 登録した学修分野の名称は学位記

に記載されます。

APS学修分野

環境‧開発（ED） Environment and Development

観光学（HT） Hospitality and Tourism

国際関係（IRP） International Relations and Peace Studies

文化‧社会‧メディア（CSM） Culture, Society and Media

学修分野登録スケジュール

登録可能セメスター 第2セメスター ～ 第6セメスター

登録可能時期 履修科目登録期間A、B、修正1、修正2

*一度登録した学修分野は、上記期間内であれば、何度でも変更可能です。

*上記期間以外の登録‧変更は一切認められません。

*各種制度‧プログラムの中には「学修分野の登録をしていること」が申請条件となっているものがあります。できるだけ早い段階で学修分

野の登録を済ませておくことを推奨します。

学修分野の登録方法

マニュアルを参考に、Campusmateの「学修分野申請」から登録してください。

APS 学修分野申請マニュアル

登録できる学修分野は１つのみです。
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卒業要件７　自身が登録した学修分野の必修科目（共通教養科目）を2単位以上修得していること

アジア太平洋学部（APS）では、各学修分野に必修科目が設置されています。

そもそも各学修分野がどのような学問なのか、なにを問題とし、どのような目的をもった学問領域なのかを概括的、かつ網羅的に把握しま

す。

各学問が対象とするものを理解するための基本的知識や基本的理論を学ぶことによって、当該学問分野をさらに深く、広く学んでいくための

最初のステップとして位置づけられます。

学修分野 科目コード 科目名 単位数 配当セメスター
登録

方法

環境‧開発

（ED）

021011 環境学入門 2 1セメスター

学生が

登録

020036 開発学入門 2 1セメスター

観光学

（HT）
020039 観光学入門 2 1セメスター

国際関係

（IR）
020023 国際関係論入門 2 1セメスター

文化‧社会‧メディア

（CSM）

020035 文化‧社会学入門 2 1セメスター

027001 メディア入門 2 1セメスター

卒業までに、登録した学修分野の必修科目（共通教養科目）を2単位以上修得する必要があります。

「環境‧開発」と「文化‧社会‧メディア」は、必修科目が２つ設けられていますが、2科目のうち最低1科目を履修し、単位修得すれば

よいです。

選択した学修分野以外の入門科目を履修することも可能です。
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卒業要件8　自身が登録した学修分野の専門教育科目を28単位以上修得していること

自身が登録した学修分野の専門教育科目を28単位以上修得することが必要です。

【環境‧開発（ED）】

「環境‧開発」を学修分野として登録した場合、以下の科目から28単位以上の修得が必要です。

「卒業研究Ⅱ」の4単位以外はすべて2単位です。

※各科目の詳細は「APS 2017カリキュラム 科目一覧 」を確認してください。

科目コード 科目名 科目コード 科目名

030104 国際機構論 032060 専門演習Ⅰ

030182 開発政治論 032070 専門演習Ⅱ

030184 紛争と開発 032080 開発経済学

030261 開発社会学‧人類学 032081 国際経済学

030262 生物多様性 037104 環境コミュニケーション

030263 地球環境問題 037110 環境‧開発　フィールド‧スタディ

030266 環境と社会 037115 コミュニティ‧ベース‧ツーリズム

030267 環境経済学 037130 基礎演習（環境‧開発）

030268 産業生態学 037131 都市環境と開発

030269 開発のプロジェクト‧マネジメント 037132 環境‧開発　特殊講義

030273 GISとリモートセンシング 037133 資源マネジメント

030274 環境モデリング 037147 NPO/NGO研究

030275 開発政策 037148 地域研究

030276 コミュニティー開発論 037149 調査研究入門

030300 環境政策 037151 プロジェクト研究

030400 エコ‧ツーリズム論 037155 卒業研究Ⅰ

032019 国際協力論 037156 卒業研究Ⅱ

▼環境‧開発（ED）に配置されたAPS専門教育科目一覧
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【観光学（HT）】

「観光学」を学修分野として登録した場合、以下の科目から28単位以上の修得が必要です。

「卒業研究Ⅱ」の4単位以外はすべて2単位です。

※各科目の詳細は「APS 2017カリキュラム 科目一覧 」を確認してください。

科目コー

ド
科目名

科目コー

ド
科目名

030013 文化人類学 037135 観光‧ホスピタリティと法

030269
開発のプロジェクト‧マネジメン

ト
037136 観光開発と計画

030340 ホスピタリティ‧マネジメント 037137 健康とウェルネスツーリズム

030346 ホスピタリティ‧マーケティング 037138 リゾート開発

030350 観光社会学 037139 遺産観光論

030400 エコ‧ツーリズム論 037140 旅行産業論

030740 オペレーションズ‧リサーチ 037141
観光地マーケティングとマネジメン

ト

032060 専門演習Ⅰ 037142 観光学　特殊講義

032070 専門演習Ⅱ 037143 MICE産業論

037105 観光文化論と観光史 037148 地域研究

037106 観光とソーシャルメディア 037149 調査研究入門

037107 農業遺産とツーリズム 037151 プロジェクト研究

037111 観光学　フィールド‧スタディ 037155 卒業研究Ⅰ

037112 イベントマネジメント 037156 卒業研究Ⅱ

037115
コミュニティ‧ベース‧ツーリズ

ム
037301 組織行動論（上級）

037116 観光経済学 037303 人材マネジメント（上級）

037134 基礎演習（観光学）

▼観光学（HT）に配置されたAPS専門教育科目一覧
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【国際関係（IRP）】

「国際関係」を学修分野として登録した場合、以下の科目から28単位以上の修得が必要です。

「卒業研究Ⅱ」の4単位以外はすべて2単位です。

※各科目の詳細は「APS 2017カリキュラム 科目一覧 」を確認してください。

科目コード 科目名 科目コード 科目名

030102 国際法 032082 国際政治経済学

030104 国際機構論 037101 日本の対外関係史

030150 グローバリゼーションと規範 037102 国際関係理論

030181 政治理論 037103 日本の外交政策

030182 開発政治論 037109 国際関係　フィールド‧スタディ

030184 紛争と開発 037124 基礎演習（国際関係）

030186 アジア太平洋の比較政治経済 037125 平和学

030187 アジア太平洋における国際関係 037126 戦略分析と意思決定

030188 アジア太平洋地域システム論 037127 冷戦後の紛争と地政学

030191 グローバル化と地域主義 037128 人権論

030192 国際問題と政策 037129 国際関係　特殊講義

030193 国際紛争解決 037144 メディアと政治

030195 アイデンティティと政治 037145 グローバルメディアと紛争

030197 暴力とテロリズム 037146 エスニシティと国民国家

030275 開発政策 037148 地域研究

032015 国際政治史 037149 調査研究入門

032019 国際協力論 037151 プロジェクト研究

032060 専門演習Ⅰ 037155 卒業研究Ⅰ

032070 専門演習Ⅱ 037156 卒業研究Ⅱ

▼国際関係（IRP）に配置されたAPS専門教育科目一覧
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【文化‧社会‧メディア（CSM）】

「文化‧社会‧メディア」を学修分野として登録した場合、以下の科目から28単位以上の修得が必要です。

「卒業研究Ⅱ」の4単位以外はすべて2単位です。

※各科目の詳細は「APS 2017カリキュラム 科目一覧 」を確認してください。

科目コー

ド
科目名

科目コー

ド
科目名

030011 社会理論 037108
文化‧社会‧メディア　フィールド‧スタデ

ィ

030013 文化人類学 037114 メディアと歴史

030021 宗教と信仰 037117 基礎演習（文化‧社会‧メディア）

030022 ジェンダー研究 037118 メディアと文化

030025 カルチュラルスタディーズ 037119 グローバル‧ヒストリー

030032 言語と社会 037120 人文学と近代

030034 組織社会学 037121 ニューメディアと社会

030035 社会階層論 037122 メディアと法

030100 国際社会学 037123 文化‧社会‧メディア　特殊講義

030110 多文化社会論 037144 メディアと政治

030150
グローバリゼーションと規

範
037145 グローバルメディアと紛争

030191 グローバル化と地域主義 037146 エスニシティと国民国家

030195 アイデンティティと政治 037147 NPO/NGO研究

032005 社会心理学 037148 地域研究

032006 教育と社会 037149 調査研究入門

032060 専門演習Ⅰ 037151 プロジェクト研究

032070 専門演習Ⅱ 037155 卒業研究Ⅰ

037101 日本の対外関係史 037156 卒業研究Ⅱ

▼文化‧社会‧メディア（CSM）に配置されたAPS専門教育科目一覧
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社会科学は基本的に、〈研究対象としての社会〉と〈それを考察するための考え方や、考察するための理論的枠組み〉という2つの側面から成り立

つとされています。

APSはこれに準じ、〈アジア太平洋地域〉という研究対象社会と、それを考察するための考え方や理論的枠組みとしての〈学修分野〉を基本構造と

しています。２者を学ぶことがAPSの基本であることから、次の2科目をコア科目として位置付け、これらを修得することにより、APSの理念と目

的を知ることができます。

どちらも卒業要件ではありませんが、APSという学部を理解するためにも、履修することを強く推奨します。 修得した単位は、「APS専門教育科

目」に集計されます。

科目コー

ド

科目名（科目分

野）
科目の目的‧概要 登録方法

037113

APS入門

（APS専門教育

科目）

【目的】

４つそれぞれの学修分野独自の考え方や理論的枠組みを学ぶことに

より、各学修分野の専門領域を知ること。

【概要】

アジア太平洋学部に入学した学生が学ぶべき情報を集約した科目で

す。

①大学とは何か、何をすべきところか。

②APSとはどのような学部なのか、どのような学修をする学部なの

か。そもそもアジア太平洋学とは何か。

③アジア太平洋学部の各学修分野ではそれぞれどのような学修‧研

究ができるのか。

各学修分野の教員によるリレー講義によって以上の３点を学びま

す。

本科目を受講する中で、４年間で何を学修するかを考え、卒業時の

自らの目標が明確になっていきます。

大学が登録（削

除不可）

日本語基準学

生：

１回生時の春セ

メスター

英語基準学生：

第１セメスター

037152

地域研究入門

（APS専門教育

科目）

【目的】

研究対象地域としてのアジア太平洋を学ぶための手法を学ぶこと。

【概要】

アジア太平洋地域を理解するための基礎を学ぶ科目です。

アジア太平洋地域の固有性や多様性を総合的に、多角的に理解する

ことを目指します。

同時に、アジア太平洋地域を対象にする地域研究とはどのような学

問領域なのか、

なにを問題とし、どのような目的をもっているのかについて概括的

に、網羅的に把握します。

本科目はアジア太平洋地域を理解するための基本的知識を学ぶこと

によって、

アジア太平洋地域をさらに深く、広く学んでいくための初めのステ

ップとして位置づけられます。

学生が登録

コア科目　※卒業要件ではありません

卒業要件単位に含めることができる「遠隔授業科目」の単位数

卒業に必要な単位数に含めることができる「遠隔授業科目」の上限単位数は「60単位」です。

遠隔授業科目により修得した単位数
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大学設置基準及び本学学則に基づき、学部における卒業要件単位数に含めることのできる「遠隔授業科目」の単位数の上限は60単位となります。

60単位を超えて修得した場合、卒業に必要な単位としてカウントすることはできませんので注意してください。また、60単位を超えた場合でも

Campusmateの「成績照会‧単位取得状況」画面の「要卒集計外科目」等に反映されませんので、各自で注意してください。

ついては、遠隔授業科目により修得した単位数を各自で把握し、在学期間を通して60単位を超えることのないように注意し、自己管理をしてくださ

い。

遠隔授業科目一覧などの詳細は、こちらで確認をお願いいたします。

023

https://www.apu.ac.jp/academic/class_info/course_formats/


第8章 アジア太平洋学部

4. カリキュラム図‧科目一覧

各カリキュラムによって履修できる科目が異なります。

自身のカリキュラムを選択し、履修できる科目や履修するための条件等を確認してください。

カリキュラム図と科目一覧に一部変更があります。

以下のExcelより変更が生じた科目を確認してください。

変更内容

変更箇所

APS 2017カリキュラム図

カリキュラム図

科目一覧は、各科目に設定されている科目コードや、修得した単位が集計される科目分野などの情報が記載されています。

掲載されている科目は、毎セメスター開講されるとは限りません。

開講される科目の詳細は、セメスターごとに公開されるシラバスや時間割で確認してください。

APS 2017カリキュラム科目一覧

APS 2017カリキュラム単位認定科目一覧

科目一覧

17 2017カリキュラム

① 2017年度から2022年度に新入学生 (1セメスター回生）として入学した学生

② 2018年度から2023年度に2回生編‧転入学生として入学した学生

③ 2019年度から2024年度に3回生編‧転入学生として入学した学生
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科目一覧の項目については、次の通りです。

【分野】

各科目の単位が集計される科目分野が下記の通り表示されています。

表示 集計分野

言語/Language 英語科目、日本語科目、言語教育科目

教養/Liberal Arts 共通教養科目

専門/Major APS専門教育科目

他学部/Other College 他学部科目（APM専門教育科目）

【科目名】

APS2017カリキュラムで開講される科目がすべて掲載されています。掲載されている科目は、毎セメスター開講されるとは限りません。

開講される科目の詳細は、セメスターごとに公開されるシラバス や時間割で確認してください。

【単位数】

合格評価を得た場合に修得できる単位数です。

【配当セメスター】

予め科目ごとに履修登録ができるセメスターが決められています。履修登録ができるようになるセメスターが表示されています。

例）配当セメスターが「3セメスター」と表記されている場合

【科目ナンバー】

カリキュラムの中での科目の位置づけやカリキュラムの体系性を明示する仕組みです。

科目ナンバリングについて

科目一覧の見方

3セメスター以上の学生は履修登録できます。

1セメスター、2セメスターの学生は履修することはできません。
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【前提科目JST/JAT/E】

ある科目を履修する前に、単位を修得しておかなければならない科目です。

定められた「前提科目」を修得していない場合、配当セメスターの条件を満たしていても履修登録できません。

入学言語‧英語の履修トラックによって前提科目が異なるため、自身のカリキュラムの列を参照してください。

科目一覧の表示 意味

前提科目JST 日本語基準‧スタンダードトラックの学生の前提科目

前提科目JAT 日本語基準‧アドバンストトラックの学生の前提科目

前提科目E 英語基準の学生の前提科目

【複数回受講】

通常、一度単位を修得した科目は再履修できませんが、複数回受講ができる科目は、講義内容が異なる場合のみ再履修ができます。この欄に

「〇」が付いている科目は、複数回受講が可能です。

【P/F評価】

成績は、通常A+ / A / B / C/Fの5段階評価ですが、一部P（Pass）とF（Fail）で評価される科目もあります。P（Pass）とF（Fail）で評価され

る科目を「P/F評価科目」といい、「P/F」と表示しています。

【履修制限】

一部の科目には、履修するための条件が定められています。

履修条件を満たしていない場合、Campusmateには表示されません。登録可能な期間になると表示されます。

【学修分野】

科目がどの学修分野に単位が集計されるかを確認できます。「〇」が付いている学修分野の単位に集計されます。

科目一覧の表示 意味

ED 環境‧開発

HT 観光学

IRP 国際関係

CSM 文化‧社会‧メディア
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第8章 APS / 第9章 APM / 第10章 ST 5. 共通教育科目（言語教育科目）

5-1. 英語科目

日本語基準で入学した学生は、英語能力を向上させるために、英語を重点的に勉強することとなります。世界から人々が集うAPUキャンパスは、英

語力を高めるには最適な環境です。

日本語基準学生の必修英語科目の履修は、新入学時のプレイスメントテストの結果により、履修トラックと履修開始レベルが決定されます。履修ト

ラックは英語スタンダードトラック（24単位）と英語アドバンストトラック（12単位）があります。なお、一度決定された履修トラックおよび履

修開始レベルは、以降一切変更ができません。

英語科目

17 2017カリキュラム

① 2017年度から2022年度に新入学生 (1セメスター回生）として入学した学生

② 2018年度から2023年度に2回生編‧転入学生として入学した学生

③ 2019年度から2024年度に3回生編‧転入学生として入学した学生

027



科目名（単位数） 必修/選択 登録

英語初級A (4) 英語初級B (2)

必修 大学が登録

英語準中級A (4) 英語準中級B (2)

英語中級A (4) 英語中級B (2)

英語準上級A (4) 英語準上級B (2)

専修言語

英語ビジネス‧ライティング (2)

選択 学生が登録

英語ビジネス‧プレゼンテーション (2)

英語プロジェクト1 (2)

英語ディスカッションとディベート (2)

ジャーナリズムのための英語 (2)

各トラックの履修について

必修英語科目では各レベルにA（4単位）とB（2単位）の2つの科目があり、それぞれの科目の成績評価基準に基づき成績が付与されます。各レ

ベルのA とB の２科目（合計 6単位）を修得してはじめて次のレベルの必修英語科目の履修が可能です。

各トラックにおける必修英語科目は、自動的に大学がクラス指定をします。同じレベルの科目であっても時間割や担当教員が異なる場合があり

ますが、全て大学が指定をしますので、クラス変更や履修取り消しはできません。

言語教育科目（英語）は、受講の条件を満たすことでグレード番号に関わらず履修できます。

英語スタンダードトラック

スタンダードトラックの専修言語は、スタンダードトラックの学生で「英語準上級A‧B」を修得した方のみ履修が可能です。

「英語準上級Ａ‧Ｂ」の単位修得後、アドバンストトラックの必修英語科目の履修が可能です。ただし、アドバンストトラックの履修開始レベ

ルは「英語上級 1 A‧ 1 B」からです。また、履修科目登録はB期間において定員に空きがある場合のみ可能です。
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科目名（単位数） 必修/選択 登録

英語上級 1 A (4) 英語上級 1 Ｂ (2)

必修 大学が登録

英語上級 2 A (4) 英語上級 2 Ｂ (2)

専修言語

ビジネス英語 1 (2)

選択 学生が登録

ビジネス英語 2 (2)

英語多読 (2)

英語プロジェクト2 (2)

メディアのなかの英語 (2)

英語アドバンストトラック

「英語上級1A‧1B」の修得後、アドバンストトラックの専修言語の履修が可能です。

科目名（単位数） 必修/選択 登録

TESOL (2)

選択 学生が登録

英語検定試験対策講座Ⅰ (2)

英語検定試験対策講座Ⅱ (2)

英語検定試験対策講座Ⅲ (2)

特定講義科目

特定講義の科目分野は言語教育科目になります。授業内容はシラバスでご確認ください。
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英語基準学生はアドバンストトラックの英語科目を履修することが可能です。

下表の基準値未満のスコアを取得している場合のみ申請が可能です。

IELTS
TOEFL ITP®

Test

TOEIC® Test*
PTE

Academic
L R S W

6.5 524 410 395 164 156 58

*LRSWの全技能で基準値を下回っていること。

履修希望者は、履修科目登録を希望する前のセメスターに事前申請が必要です。申請を行った次のセメスターの履修科目登録B期間において定員に

空きがある場合に、各自で履修科目登録を行うことが可能です。

履修科目登録B期間において定員に空きがある場合に、各自で履修科目登録を行うことができます。

英語基準学生の英語科目の履修について

「英語上級1A‧1B」の履修を希望する場合

申請は履修時に第2セメスター以上の学生が対象です。※

事前申請については、セメスターごとにCampus Terminalにてお知らせいたします。※

「英語上級2Ａ‧2Ｂ」またはアドバンストトラックの専修言語の履修を希望する場合
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必修英語科目について、外部試験の結果が成績評価の一部に含まれるものがあります。これは外部試験が各自の英語学習の成果をはかる上で有用な

指標のひとつとして利用することができ、さらに国際化時代に対応し得る総合的な英語力を身につけていく学修のために有益な情報となるためで

す。スタンダードトラックの必修英語科目を履修中の日本語基準学生は指定された受験日に学内でBenchmark テストを受験しなければなりませ

ん。

Benchmarkテストとは、一定の期間における学習者の熟達度を測ることができるPearson 社が開発したオンラインの英語運用能力テストです。総

合的な英語力を計測するための試験で、リーディング‧ライティング‧スピーキング‧リスニングの 4 技能を測ることができます。結果はグローバ

ル‧スケール‧オブ‧イングリッシュ（GSE）に準拠しており、各スキルにおける詳細なフィードバックレポートも提示されます。

必修英語科目の成績評価に反映される外部試験（Benchmarkテスト）について

Benchmark テストとは

APUでは、より一層言語能力を向上させるために、夏期‧冬期休暇などの短期、または半年‧一年間といった期間で実施する海外言語研修‧海外

留学のプログラムを豊富に用意しています。また、自分の英語運用能力を客観的に測る機会として、学内で実施しているTOEFL ITP®やTOEIC®

Listening and Reading Test、IELTSの受験も強く勧めています。皆さんの積極的な参加‧受験を期待しています。

O�-campus Programs のページを確認してください。

SALCでは、レベル別に英語教材や日本語教材を取り揃え、あなたが伸ばしたい力を効率的に伸ばせるように自習学習指導もおこなっています。ど

うぞ気軽に立ち寄ってください。

授業外での言語学習について

海外言語学習

SALC (Self-Access Learning Center / 言語自主学習センター)

SALC(言語自主学習センター)

言語能力試験

「言語検定試験」を確認してください。

自主学習用ウェブサイト（APU英語教員作成）

The APU English Learning Strategy Database
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2024年度春セメスター英語必修時間割

在学生、復学生

2024年3月15日にキャンパスターミナルキャンパスターミナルあなた宛てのお知らせにて発表

新入生、再入学生

2024年4月3日発表予定

APUでは、入学基準言語と反対の言語科目の履修が卒業するために必要となっています。必修言語科目の履修開始レベルはプレイスメントテストの

結果により入学時に決定されます。ただし、以下の場合、必修英語科目の履修免除を申請できます

【申請条件】

【免除条件】

申請セメスター修了時点で、受講中の全英語科目の成績が有効評価であること。

【申請条件】

英語科目の履修免除

通常在学時

申請科目は、申請セメスターに履修していない科目であること。1

TOEFL iBT® Test、IELTS、PTE AcademicまたはTOEIC® Testのいずれかにおいて指定されたスコアを取得していること。2

交換留学時または休学時

交換留学または休学をする直前のセメスターに履修をしていた全英語科目の成績が有効評価であること。1

TOEFL iBT® Test、IELTS、PTE AcademicまたはTOEIC® Testのいずれかにおいて指定されたスコアを取得していること。2

APUに復学または交換留学からAPUで学修を再開する直前のセメスターに申請をすること。3
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＜利用可能なスコア＞

TOEFL iBT®：TOEFL iBT®（会場型、2/3時間版）、TOEFL iBT Home Edition

※TOEFL ITP、TOEFL®PBT、TOEFL®  Essentials™ テストは不可

TOEIC®：TOEIC®、TOEIC IP（会場型/オンライン）

※TOEIC Bridge® Testsは不可

IELTS： IELTS Academic、IELTS General Training、IELTS for UKVI、IELTS Online

Pearson GSE（PTE Academic）: PTE Academic、PTE Academic Online

※授業内のBenchmark testは不可

英語の履修トラック 科目名 TOEFL iBT® Test IELTS GSE TOEIC ® Tests

スタンダードトラック

英語準中級 A‧B 48 5 39
L230/R230

S110/W106

英語中級 A‧B 55 5.5 44
L285/R285

S122/W122

英語準上級 A‧B 61 6 50
L330/R325

S138/W134

アドバンストトラック

英語上級 1A‧1B 70 6.5 58
L410/R395

S164/W156

英語上級 2A‧2B 80 7 65
L430/R410

S174/W168

申請スケジュール詳細はCampus Terminalを通じて案内します。

セメスター 申請期間 面接日 結果発表日

春セメスター 7月頃 7月下旬～8月上旬 当該セメスター成績発表日

秋セメスター 1月頃 2月上旬 当該セメスター成績発表日

申請方法はCampus Terminalを通じて案内します。審査は、申請内容と面談により総合的に判断されます。

申請にはスコアシート（有効期限内）が必要です。原本を手元に保管しておいてください。

スコアシートの原本（有効期限内）とは、各試験を実施する協会が発行したスコアレポートや合否の結果が明記された証明書、通知書などのこと

です。また、試験団体によっては再発行に手 数料や日数がかかる場合がありますので、スコアシートの再発行が必要な人は早めに手続きを行って下

さい。原本がなくオンライン照会のみ可能な場合はスコア照会画面のスクリーンショッ トでも申請可としますが、後ほど原本の提出を求める場合

がございますのでご了承ください。

英語科目の履修免除基準

申請スケジュール

申請方法

スコアシート
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面談を受けることができない場合は、履修免除申請が取り消しになります。必ず予定を空けておいて下さい。

履修免除試験受験後の申請キャンセルは原則としてできません。

以下の場合には履修免除申請が取り消しまたは不可となりますのでご注意ください。

面談

注意事項

申請内容に不備がある

締切後の申請

データで提出された資格試験スコアシートなどの証明書が不鮮明な場合、またオフィスから求めがあった際に原本を提出できない場合

指定された資格試験スコアではない

スコアが「休学」または「交換留学」中に取得されたものではない（交換留学時または休学時の申請の場合のみ）

指定された日に面談を受けない（理由を問わない）

全ての言語科目(英語、日本語、AP言語)において以下の出席に関するルールが適用されます。

これに加えて、科目ごとに出席に関するルールを設定しているものもありますので、シラバスを必ず確認してください。

すべての授業に出席をするようにしてください。やむを得ない理由で欠席する場合も、全授業回数（通常授業及び期末試験日を含む）の4分の3以

上出席することが必要です。出席回数がこれに満たない場合は、自動的に不合格（F)となります。

出席をとる際にクラスにいない場合は出席とみなしません。ただし、以下の理由で授業を欠席する場合は、欠席扱いとしません。

【法定感染症の場合】

大学が指定する書類及び医療機関が発行した診断書の原本をアカデミックオフィスに提出してください。後日、アカデミックオフィスから直

接授業担当教員に書類が届きます。

【大学が認めた欠席】

担当のオフィス（アカデミックオフィス／スチューデントオフィス／キャリアオフィス等）から直接授業担当教員に書類が届きます。学生が

書類を教員に提出する必要はありません。

言語教育科目における出席ルール

出席

欠席
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第8章 APS / 第9章 APM / 第10章 ST 5. 共通教育科目（言語教育科目）

5-2. 日本語科目

APUに入学してくる国際学生の中には、日本の空港に降り立つまで日本語で話したことがない人が大勢います。APUの言語教育プログラムは、ひら

がなを覚える基礎のステージから、複雑な文章を理解できる発展のステージまで学生をサポートします。

英語基準学生の必修日本語科目の履修は、入学時のプレイスメントテストの結果により、履修開始レベルが決定されます。

専修言語は、卒業に必要な必修日本語科目を全て修了した学生がさらに高度な言語能力の向上を目指すために設けられています。それぞれの科目に

前提科目や受講の目安が設けられていますので、詳しくはシラバスを確認してください。

→必修‧専修言語科目(PDF)

日本語科目‧専修言語

科目名（単位数） 必修/選択 登録

日本語教育のための日本語学 (2) 選択 学生が登録

日本語教授法 (2) 選択 学生が登録

特定講義の科目分野は言語教育科目になります。授業内容はシラバスでご確認ください。

特定講義科目

17 2017カリキュラム

① 2017年度から2022年度に新入学生 (1セメスター回生）として入学した学生

② 2018年度から2023年度に2回生編‧転入学生として入学した学生

③ 2019年度から2024年度に3回生編‧転入学生として入学した学生
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以下、学習に役立つアプリとSALC(言語自主学習センター)などの情報を掲載しています。

「とびら」に掲載している教材のコンテンツを動画や音声で提供しています。

APUでは日本語能力を客観的に測るために、以下の試験を受けるように勧めています。

SALCでは、レベル別に英語教材や日本語教材を取り揃え、あなたが伸ばしたい力を効率的に伸ばせるように自習学習指導もおこなっています。ど

うぞ気軽に立ち寄ってください。

日本語教材‧言語能力試験

日本語学習アプリ「TOBIRA」

タブレット端末での利用はできません。※

推奨環境：iOS（iOS11.0以上）、Android（Android8.0以上）※

日本語教材「とびら」

https://cleacapu.wixsite.com/tobira→

言語能力試験

日本語能力試験 （JLPT）→

BJTビジネス日本語能力テスト→

SALC (Self-Access Learning Center / 言語自主学習センター)

SALC(言語自主学習センター)→

在学生/交換私費留学生

→2024年3月15日キャンパスターミナルあなた宛てのお知らせにて発表

新入生/復学‧再入学生

→2024年4月3日キャンパスターミナルあなた宛てのお知らせにて発表

2024年度春セメスター日本語必修時間割
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APUでは、入学基準言語と反対の言語の履修が卒業するために必要となっています。履修開始レベルはプレイスメントテストの結果により入学時に

決定されます。ただし、以下の場合に限り、日本語科目の履修免除を申請できます。

【申請条件】

【免除条件】

【申請条件】

科目名 履修免除の基準

日本語初級Ⅰ
日本語能力試験（旧）4 級または日本語能力試験（新）N 5

日本語初級Ⅱ

日本語初級Ⅲ 日本語能力試験 3 級（旧）または日本語能力試験（新）N 4

日本語中級 日本留学試験‧日本語200点以上または日本語能力試験（新）N 3 以上

日本語中上級 日本留学試験‧日本語220点以上または日本語能力試験（新）N 3 以上

日本語上級 日本留学試験‧日本語240点以上または日本語能力試験（新）N 2 以上

日本語科目の履修免除

通常在学時

申請科目は、申請セメスターに履修していない科目であること1

日本語能力試験または日本留学試験のいずれかにおいて指定されたスコアを取得していること2

指定されたスコアを取得していない場合は、申請書に日本語科目クラス担当教員（過去のクラス担当でも可）の推薦署名が記載されてい

ること。

3

申請セメスターに日本語科目を履修している場合は、履修中の日本語科目の成績が有効評価（A＋、A‧B‧C）であること。1

申請セメスターに日本語科目を履修していない場合は、申請後に実施される面接に合格すること。2

交換留学時または休学時

日本語能力試験または日本留学試験のいずれかにおいて指定されたスコアを取得していること1

APUに復学または交換留学からAPUで学習を再開する直前のセメスターに申請をすること2

日本語科目の履修免除基準
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申請スケジュール詳細はCampus Terminalを通じて案内します。

セメスター 申請期間 面接日 結果発表日

春セメスター 7月頃 7月下旬～8月上旬 当該セメスター成績発表日

秋セメスター 1月頃 2月上旬 当該セメスター成績発表日

申請方法はCampus Terminalを通じて案内します。審査は、申請内容と面談により総合的に判断されます。

申請にはスコアシート（有効期限内）が必要です。原本を手元に保管しておいてください。

スコアシートの原本（有効期限内）とは、各試験を実施する協会が発行したスコアレポートや合否の結果が明記された証明書、通知書などのこと

です。インターネットでダウンロードしたものは不可です。また、試験団体によっては再発行に手数料や日数がかかる場合がありますので、スコア

シートの再発行が必要な人は早めに手続きを行って下さい。

面談を受けることができない場合は、履修免除申請が取り消しになります。必ず予定を空けておいて下さい。

履修免除試験受験後の申請キャンセルは原則としてできません。

以下の場合には履修免除申請が取り消しまたは不可となりますのでご注意ください。

【交換留学時または休学時の申請の場合のみ】

申請スケジュール

申請方法

スコアシート

面談

注意事項

申請内容に不備がある

締切後の申請

データで提出された資格試験スコアシートなどの証明書が不鮮明な場合、またオフィスから求めがあった際に原本を提出できない場合

指定された資格試験スコアではない

スコアが「休学」または「交換留学」中に取得されたものではない

指定された日に面談を受けない（理由を問わない）
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全ての言語科目(英語、日本語、AP言語)において以下の出席に関するルールが適用されます。

これに加えて、科目ごとに出席に関するルールを設定しているものもありますので、シラバスを必ず確認してください。

すべての授業に出席をするようにしてください。やむを得ない理由で欠席する場合も、全授業回数（通常授業及び期末試験日を含む）の4分の3以

上出席することが必要です。出席回数がこれに満たない場合は、自動的に不合格（F)となります。

出席をとる際にクラスにいない場合は出席とみなしません。ただし、以下の理由で授業を欠席する場合は、欠席扱いとしません。

【法定感染症の場合】

大学が指定する書類及び医療機関が発行した診断書の原本をアカデミックオフィスに提出してください。後日、アカデミックオフィスから直

接授業担当教員に書類が届きます。

【大学が認めた欠席】

担当のオフィス（アカデミックオフィス／スチューデントオフィス／キャリアオフィス等）から直接授業担当教員に書類が届きます。学生が

書類を教員に提出する必要はありません。

言語教育科目における出席ルール

出席

欠席
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第8章 APS / 第9章 APM / 第10章 ST 5. 共通教育科目（言語教育科目）

5-3. アジア太平洋言語（AP言語）

アジア太平洋言語として、中国語、韓国語、マレー語‧インドネシア語、スペイン語、タイ語、ベトナム語の6言語を開講しています。

APUではAP言語を母語とする学生が多くいるために、キャンパス内では日常的に耳にすることが出来る言語です。

言語 レベル（単位数）

中国語 Ⅰ(4)‧Ⅱ(4)‧Ⅲ(4)‧Ⅳ(4)

韓国語 Ⅰ(4)‧Ⅱ(4)‧Ⅲ(4)‧Ⅳ(4)

マレー語‧インドネシア語 Ⅰ(4)‧Ⅱ(4)‧Ⅲ(4)‧Ⅳ(2)

スペイン語 Ⅰ(4)‧Ⅱ(4)‧Ⅲ(4)‧Ⅳ(2)

タイ語 Ⅰ(4)‧Ⅱ(4)‧Ⅲ(4)‧Ⅳ(2)

ベトナム語 Ⅰ(4)‧Ⅱ(4)‧Ⅲ(4)‧Ⅳ(2)

AP言語

開講するAP言語

17 2017カリキュラム

① 2017年度から2022年度に新入学生 (1セメスター回生）として入学した学生

② 2018年度から2023年度に2回生編‧転入学生として入学した学生

③ 2019年度から2024年度に3回生編‧転入学生として入学した学生
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特定講義の科目分野は言語教育科目になります。授業内容はシラバスでご確認ください。

科目名（単位数） 必修/選択 登録

国連公用語概論 Ⅰ (2) 選択 学生が登録

国連公用語概論 Ⅱ (2) 選択 学生が登録

国連公用語概論 Ⅲ (2) 選択 学生が登録

特定講義科目

履修条件

履修を希望する言語が母語でないこと。

日本語基準学生は「英語初級A‧B」、英語基準学生は「日本語初級Ⅰ‧Ⅱ‧Ⅲ」を単位修得済み、もしくは履修免除済みであること。

言語教育科目（AP 言語）は、受講の条件を満たすことでグレード番号に関わらず履修できます。

開講言語についてはシラバスを確認してください。

AP言語は経験豊富な教員により教室で勉強するだけではなく、AP言語イマージョン‧プログラムでは、教室の外でも、様々な国‧地域出身の学生

と交流することで、学ぶことが出来ます。

SALCでは、レベル別に英語教材や日本語教材を取り揃え、あなたが伸ばしたい力を効率的に伸ばせるように自習学習指導もおこなっています。ど

うぞ気軽に立ち寄ってください。

授業外での言語学習について

AP言語イマージョン‧プログラム

AP言語イマージョン‧プログラム→

SALC (Self-Access Learning Center / 言語自主学習センター)

SALC(言語自主学習センター)→

AP言語のInstagramアカウントでは、言語に関わる様々な情報を投稿しています。

AP言語 Instagram

https://www.instagram.com/p/CjsKNp7uUnh/?utm_source=ig_web_copy_link→
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既に各言語の初級レベルを超える語学力がある場合、履修免除試験を受けることによって、自身の言語履修の開始レベルを変更することができま

す。

レベル 履修免除の基準

中国語Ⅰ 中国語検定試験準４級、実用中国語技能検定試験準４級、新HSK１級

中国語Ⅱ 中国語検定試験４級、実用中国語技能検定試験４級、新HSK２級

中国語Ⅲ 中国語検定試験３級、実用中国語技能検定試験３級、新HSK３級

韓国語Ⅰ 韓国語能力試験１級、「ハングル」能力検定試験５級

韓国語Ⅱ 韓国語能力試験２級、「ハングル」能力検定試験４級

韓国語Ⅲ 韓国語能力試験３級、「ハングル」能力検定試験３級

マレー語‧インドネシア語Ⅰ CEFR A1レベル程度

マレー語‧インドネシア語Ⅱ CEFR A2レベル程度

マレー語‧インドネシア語Ⅲ CEFR B1レベル程度

スペイン語Ⅰ スペイン語技能検定 5 級

スペイン語Ⅱ スペイン語技能検定 4 級

スペイン語Ⅲ スペイン語技能検定 3 級

タイ語Ⅰ CEFR A1レベル程度

タイ語Ⅱ CEFR A2レベル程度

タイ語Ⅲ CEFR B1レベル程度

ベトナム語Ⅰ

CEFR A1レベル程度

ベトナム語Ⅱ

ベトナム語Ⅲ CEFR A2レベル程度

AP言語科目の履修免除

AP言語科目の履修免除(目安)
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申請スケジュール詳細はCampus Terminalを通じて案内します。

セメスター 申請期間 面接日 結果発表日

春セメスター 7月頃 7月下旬～8月上旬 当該セメスター成績発表日

秋セメスター 1月頃 2月上旬 当該セメスター成績発表日

申請方法はCampus Terminalを通じて案内します。審査は、申請内容と面談により総合的に判断されます。

もしスコアシートをお持ちの場合は、あわせてご提示頂きます。詳細は案内をご確認ください。

スコアシート（有効期限内）とは、各試験を実施する協会が発行したスコアレポートや合否の結果が明記された証明書、通知書などのことです。

面談を受けることができない場合は、履修免除申請が取り消しになります。必ず予定を空けておいて下さい。

履修免除試験受験後の申請キャンセルは原則としてできません。

以下の場合には履修免除申請が取り消しまたは不可となりますのでご注意ください。

【交換留学時または休学時の申請の場合のみ】

各レベルの詳細についてはシラバスを参照し、自身の受験する免除試験のレベルを確認してください。

AP言語科目において履修免除を受けた場合でも、下記の言語科目を単位修得もしくは履修免除とならなければ、次のレベルのAP言語科目を履修

できません。

入学基準言語 前提科目

英語 日本語初級Ⅰ、日本語初級Ⅱ、日本語初級Ⅲ

日本語 英語初級A、英語初級B

※

申請スケジュール

申請方法

スコアシート

面談

注意事項

申請内容に不備がある

締切後の申請

データで提出された資格試験スコアシートなどの証明書が不鮮明な場合、またオフィスから求めがあった際に原本を提出できない場合

指定された資格試験スコアではない

スコアが「休学」または「交換留学」中に取得されたものではない

指定された日に面談を受けない（理由を問わない）
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全ての言語科目(英語、日本語、AP言語)において以下の出席に関するルールが適用されます。

これに加えて、科目ごとに出席に関するルールを設定しているものもありますので、シラバスを必ず確認してください。

すべての授業に出席をするようにしてください。やむを得ない理由で欠席する場合も、全授業回数（通常授業及び期末試験日を含む）の4分の3以

上出席することが必要です。出席回数がこれに満たない場合は、自動的に不合格（F)となります。

出席をとる際にクラスにいない場合は出席とみなしません。ただし、以下の理由で授業を欠席する場合は、欠席扱いとしません。

【法定感染症の場合】

大学が指定する書類及び医療機関が発行した診断書の原本をアカデミックオフィスに提出してください。後日、アカデミックオフィスから直

接授業担当教員に書類が届きます。

【大学が認めた欠席】

担当のオフィス（アカデミックオフィス／スチューデントオフィス／キャリアオフィス等）から直接授業担当教員に書類が届きます。学生が

書類を教員に提出する必要はありません。

言語教育科目における出席ルール

出席

欠席
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第8章 アジア太平洋学部 7. APS専門教育科目

7-2. 演習科目（ゼミ）

APSでは、演習科目として2回生演習、3回生演習、4回生演習を開講しています。

2023カリキュラムでは、3回生演習と4回生演習を必修とし、四年間の学びの集大成として、卒業論文等の執筆を目指します。

3‧4回生演習では、4セメスター時の申請‧選考結果に基づき、5セメスターから8セメスターまでの2年間同じ指導教員のもとで学びます。

以下に概要を示しますが、ゼミの申請方法や申請時期等の詳細は追って更新予定です。

APS では、2回生演習科目として「調査研究入門（調査‧研究入門）」および「基礎演習（調査研究法）」が開講されています。

「調査研究入門（調査‧研究入門）」では、社会科学分野での調査‧研究を学ぶとともに、基礎的な調査‧分析、レポートの執筆、プレゼンテー

ション を行います。

「基礎演習（調査研究法）」は、「調査研究入門（調査‧研究入門）」において培った能力を専門分野別に深化させ、3回生演習に繋げる役割を担

います。そのため4セメスター目での履修が望ましく、前提科目として「調査研究入門（調査‧研究入門）」を履修しておくことが望まれます。4つ

の学修分野別に開設され、日本語は秋セメスター、英語は春セメスターに開講されます。学修分野によって、文献講読中心、フィールドワーク中

心、実習 中心など、重点教育分野は異なるので、詳細については、シラバスを確認してください。

※（ ）内の科目名称は2011年度カリキュラムAPS 学生向け科目名称

2回生演習とは

大学院進学や日本国内での就職を考えている学生は、少人数クラスで提供される３回生演習（ゼミ）を履修することを勧めます。

内容はゼミによって異なりますが、最終的な目標は①ケーススタディや文献講読と討論により特定分野についての理解を深めること、②卒業論文の

作成にあたって必要な専門知識を身に付けることです。

【成績評価】

レターグレード（A+、A、B、C / F）

APS専門演習の主な目標は、アジア太平洋地域のある特定の経済社会問題をその背景、問題の構造も含め、調査やディスカッションを通じて学術的

理解を深めることです。また、あるテーマについての学術論文を執筆する訓練にもなります。主な分野としては、「環境‧開発」「観光学」「国際

関係」「文化‧社会‧メディア」等があります。３回生までに修得した基礎的な調査技法を基に3回生演習ではより発展させた技法を修得します。

また、文献分析の過程について、より理解を深めることができます。さらに、国内外でアンケートやインタビュー、フィールドワークを行うことも

あります。

３回生演習とは

APS「専門演習Ⅰ‧Ⅱ」

17 2017カリキュラム

2017年4月以降に新入学生（1セメスター回生）として入学した学生

2018年度以降に2回生編‧転入学生として入学した学生

2019年度以降に3回生編‧転入学生として入学した学生
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3回生までに蓄積した知識や技法を最大限に生かし、4年間の学習の集大成となる卒業論文を執筆するためのゼミが 4回生演習です。

学生自身が、もっとも興味‧関心のあるテーマについて1年間をかけて研究を行い、後半セメスターで論文を完成させます。この科目は、4回生の前

半セメスターに「卒業研究」（2単位）を履修し、P（合格）評価を与えられた学生が、後半セメスターに「卒業論文」（4単位）を履修します。

「卒業研究」がF（不合格）評価の場合は「卒業論文」を履修（卒業論文の執筆）することができません。

【成績評価】

卒業研究：P（合格）もしくは F（不合格）

卒業論文：レターグレード（A+、A、B、C / F）

4回生演習とは

「2024春セメスター ゼミ制度‧申請フロー」

2024春セメスター ゼミ制度‧申請フロー ＝全体像＝
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https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/24SP_Overview_of_Seminar_Courses_J.pdf


募集要項

クラス‧シラバス一覧

通常 & 休学/留学から戻る場合

APSクラス‧シラバス一覧

再入学　編転入、RU/国内または海外からの交換留学生用

APSクラス‧シラバス一覧（再入学 編転入RU）

ゼミ要覧

申請スケジュール

通常 ＆ 休学/留学戻りの学生向け

面談期間：2023年11月15日（水）～12月13日（水）

申請期間：2023年11月29日（水）～12月13日（水）

審査結果発表：2024年1月24日（水）

再入学、編転入、RU/国内または海外からの交換留学生向け

面談期間：～2024年2月7日（水）

申請期間：2024年1月24日（水）～2024年2月7日（水）

審査結果発表：2月下旬　*アカデミック‧オフィスからメールにて通知

*2024春に再入学、編転入する学生のみを指します。2023秋以前に再入学、編転入した学生は通常

学生の扱いとなります。

申請方法

志望理由書

キャンセル/変更

学部演習システムと新規申請について ＝詳細＝

3回生演習

4回生演習

シラバスを見るには、クラスリスト内の記号をクリックして下さい。※

シラバスではゼミ時間割が土曜日に設定されていますが、これはダミーです。

詳細はこちら を確認して下さい。

※

専門演習（ゼミ）要覧

卒業研究‧卒業論文（ゼミ）要覧

RISING FDCにて申請

3回生演習 【第1希望】志望理由書1

3回生演習 【第2希望】志望理由書2

3回生演習 【サブゼミ希望】志望理由書3

4回生演習 【第1希望】志望理由書4

4回生演習 【第2希望】志望理由書5

ゼミをキャンセル‧変更するには
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https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/24SP_APS_Seminar_Course_List_231122.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/APS_Seminar_Course_List_240110.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/24SP_3rd_Year_Seminar_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/24SP_4th_Year_Seminar_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/20FA_Regarding_Class_schedules_of_undergraduate_seminars_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/24SP_APS_Undergraduate_Seminar_Booklet_MajorSeminar_231122.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/24SP_APS_Undergraduate_Seminar_Booklet_GraduationResearch_Undergraduate_231122.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/3rd_Year_Main_Seminar_1st_Choice.docx
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/3rd_Year_Main_Seminar_2nd_Choice.docx
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/3rd_Year_Sub-seminar.docx
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/4th_Year_Research_Seminar_1st_Choice.docx
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/4th_Year_Research_Seminar_2nd_Choice.docx
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/24SP_How_to_Cancel_Change_Seminars_J.pdf


通常の履修とは

異なる場合等

よくある質問

早期卒業プラグラム登録学生の方

これから交換留学を考えている方

現在交換留学中の方

7セメに留学する方（同意書）

秋セメスターに復学予定の方

これから休学予定の方

転籍を考えている方

編転入生‧交換留学生（受入）向け　ゼミ新規申請

再入学生向け　ゼミ新規申請 →申請書はこちら

「卒業研究Ⅱ」‧「卒業論文」再履修について
→申請書はこちら

よくある質問　解答集
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https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/24SP_Seminar_For_the_Accelerated_Graduation_Program_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/24SP_For_students_leaving_for_exchange_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/22SP_For_students_currently_on_exchange_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/23FA_Provision_of_Remote_Instruction.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/24SP_Students_Returning_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/24SP_Students_planning_to_take_LOA_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/21SP_For_students_considering_a_college_transfer_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/24SP_ApplicationForTransfer_and_InboundExchangeStudents_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/24SP_Students_Re-enrolling_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/21SP_Application_form_for_re_enrolling_students_J.docx
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/Application_to_Retake_Graduation_ResearchII_Undergraduate_Thesis_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/Application_to_Retake_Graduation_ResearchII_Undergraduate_Thesis_Download_App_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/23FA_Frequently_Asked_Questions_J.pdf


AY2024 春セメスター新規審査結果

3回生演習―APS―

4回生演習

関連する情報

早期卒業プログラム登録学生の場合

交換留学生のゼミ履修

卒業論文提出日程

2024年1月9日（火）10：00～2024年1月22日（月） 16：30：00（日本時間）

提出方法

オンライン（Moodle）での提出となります。

締切直前はアクセスが大変混み合うことが予想されますので、前もって提出するよう心がけてくださ

い。

卒論提出方法マニュアル 卒業論文提出マニュアル

卒業論文‧卒業研究Ⅱの
最終成果物の体裁

卒業論文‧卒業研究Ⅱの最終成果物の体裁 履修ハンドP159-161

卒業論文

2023年秋セメスター 提出方法

アカデミック‧オフィス（Moodle）以外への提出は認めません。※

郵送での提出は認めません。※
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https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/APS_results_240126.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/4th_year_seminar_results_240126.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/Accelerated_Graduation_Program.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/Seminar_for_Exchange_Students.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/2017_How_to_Submit_your_Thesis_J.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/Undergraduate_Thesis_Graduation_Research_II_Final_Research_Output_Format_J.pdf


学

部
年度

セメ

スタ

ー

卒業論文タイトル

APS 2023 春
Zhejiang Province Residents� Attitudes and Behavioral Changes after the Plastic

Restrictions Issued in China in 2020

APS 2023 春

The Socio-Emotional Behavior and Development of Siblings of Children with Autism

Spectrum Disorder: A Case Study of Siblings of Children with ASD in Indonesia & the

Philippines

APS 2023 春
Escaping Your Reality Through an Alternate Universe:　The Socio-Psychological E�ect of

Isekai (異世界) on Indonesian Teenage Readers

APS 2023 春
Mapping Out the Success of Democracy in Indonesia:　Fukuyama�s Theory of Liberal

Democracy

APS 2023 春 The Tale of Princess Kaguya (2013) as a Form of Resistance to Gender Norms

APS 2023 春
The horrors of teen monsters and rage: Investigating the patriarchal nature of women

representation in Jennifer�s Body (2009)

APS 2023 春 大分県全域の均衡ある観光の発展　〜おおいた遺産を活用した方策〜

APS 2023 春 愛知県における若年層方言 　-尾張方言と三河方言との比較研究を中心に-

APS 2023 春
Identifying environmental consciousness and environmentally responsible behavior among

young people visiting wetland parks:　A case study of the Xixi wetland in China

APS 2023 春

Indonesia through the Lens of Deaf and Hard-of-hearing Children with Hearing Parents:

An Empirical 　Study to Identify the In�uence of Language Acquisition in Forming a Deaf

Cultural Identity

APS 2023 春

Education and Social Development of Elementary Students With Autism: 　Inclusive

School Promotes Better Social Skills Than Segregated School in the Case of Medan,

Indonesia

APS 2023 春
The Role of K-POP as a Soft Power in Diplomatic Relations between Korea and Japan:

How could Korean Popular Culture a�ect the Current Young Generation of Japan?

APS 2023 春
ダチョウは気候変動削減貢献の鍵となる存在であるか 　～畜産の面から、牛肉の代替になるの

か～

APS 2023 春

FLOOD RESPONSE OF UNIVERSITY STUDENTS IN HO CHI MINH CITY: 　AN EXPLORATORY

RESEARCH REGARDING THE COMMUTE PROCESS AND ON-CAMPUS LEARNING

EXPERIENCE

APS 2023 春
多和田作品における越境経験を通した言語観について　―二作品に見られる言語創造に着目し

て―

APS 2023 春 Framing Police Brutality: 　CNN vs. Fox News on African Americans in the USA

APS 2023 春 How did the Japanese refugee assistance system work from 2011 to 2021?

優秀論文2023年度春セメスター
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https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/YE_Peiyun.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/YE_Peiyun.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/ANINDITO_Gabrielle.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/ANINDITO_Gabrielle.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/ANINDITO_Gabrielle.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/KARINA_Viella_Darminto.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/KARINA_Viella_Darminto.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/TAZKIA_Nurannisa_Pitoyo.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/TAZKIA_Nurannisa_Pitoyo.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/Hinako_WARITANI.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/AMARA_Zahra_Djamil.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/AMARA_Zahra_Djamil.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/IWANO_Sakurako.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/ERNING_Ellysia.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/ERNING_Ellysia.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/ERNING_Ellysia.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/VANESSA_Vianca_11419152.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/VANESSA_Vianca_11419152.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/VANESSA_Vianca_11419152.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/LEE_Kwon.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/LEE_Kwon.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/Momoko_MATSUEDA.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/Momoko_MATSUEDA.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/NGUYEN_Thuy_Anh_Duong.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/NGUYEN_Thuy_Anh_Duong.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/NGUYEN_Thuy_Anh_Duong.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/ZHU_MEIZI.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/A_Thi_Hong_Hanh.pdf


学

部
年度

セメ

スタ

ー

卒業論文タイトル

APS 2023 春 Pyeonghwa: Finding peace on a belligerent peninsula

APS 2023 春
Legitimacy of Global Private Sustainable Certi�cation Scheme:　An Assessment of the

Roundtable on Sustainable Palm Oil

APS 2023 春
WTO Appellate Body Crisis: analysis of alleged causes, the role of shaken legitimacy and

MPIA�s contribution in this crisis

APS 2023 春
The Barriers for Chinese Citizens to Reduce the Use of Disposable Plastic Bags: A Case

Study of Nangang District, Harbin City

APS 2023 春
日本仏教界はインドネシア仏教をどう描いたか　―戦前、戦中の仏教関係雑誌、書籍の分析を

通して―

APS 2023 春
Soil to Stomach: A comparative analysis on organic agriculture in Oita and Tamil

Nadu

過去の優秀論文

APS 優秀論文 2022年秋セメスター以前
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https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/ALBRECHT_Christina_Michaela.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/Mohammad_Xavier_Hidayatullah_Putramakoto.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/Mohammad_Xavier_Hidayatullah_Putramakoto.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/SATIMBOEVA_Rukhsora.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/SATIMBOEVA_Rukhsora.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/CHEN_Beier.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/CHEN_Beier.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/KIMURA_Saaya.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/KIMURA_Saaya.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/ASOKAN_Nithyashree.pdf
https://www.apu.ac.jp/secure_students/academic/assets/file/aps/seminar/23SP/ASOKAN_Nithyashree.pdf
https://www.apu.ac.jp/academic/assets/file/aps/seminar/230915_Outstanding_Thesis_Titles_APS_J.pdf


第8章 アジア太平洋学部

8. オナーズ‧プログラム

国際関係オナーズ‧プログラム（IRオナーズ‧プログラム）

本プログラムは、学修分野に「国際関係」を登録した上で、所定の要件を満たした学生にプログラム修了認定を行う制度です。この認定制度を通

じ、学生に対して、個別性の高い指導を行う機会を拡大するとともに、国際理解‧異文化理解を促進することを主な目的としています。

1. 2017年春から2022年秋に入学し、アジア太平洋学部に在籍する学生

2. 学修分野に「国際関係」を登録した上で、認定制度に登録した学生

1. 第2～第3セメスターの各履修登録修正期間2の終了時点までに学修分野へ「国際関係」を登録しているAPS学生に対し、Campus TerminalでIRオ

ナーズ‧プログラムへの登録方法を案内します。プログラムへの登録を希望する学生は、忘れずに学修分野の登録を行ってください。

第1セメスター及び第4セメスター以降での登録はできません。

2. 所属学修分野の最終登録（確定）を行う第6セメスターの履修科目登録修正期間2に、IRオナーズ‧プログラムへの登録を継続するか、中止する

かを決定しなければなりません。

認定制度に登録の上、下記の条件を満たした場合、IRオナーズ‧プログラム修了認定を行います。

1. 国際関係学修分野科目の単位を30単位以上修得していること。

2. 国際関係学修分野に所属する教員の指導の下、卒業論文を執筆し、審査に合格し、A或いはA+の成績を得ていること。（『卒業研究Ⅱ』の単位
をA或いはA+の成績で取得していること）

3. APUが提供するO�-campus Programsに1プログラム以上参加し、その単位を取得していること。対象となるO�-campus Programsは、別表の

通り。（国内学生については、海外で実施されるプログラムのみを対象とします。国際学生については、国内で実施されるものも対象としま

す。）

4. 卒業時のGPA（通算）が3.00以上であること。

5. 卒業時の国際関係学修分野科目のGPA（通算）が3.25以上であること。

認定制度の対象学生

認定制度への登録

認定条件

17 2017カリキュラム

① 2017年度から2022年度に新入学生 (1セメスター回生）として入学した学生

② 2018年度から2023年度に2回生編‧転入学生として入学した学生

③ 2019年度から2024年度に3回生編‧転入学生として入学した学生
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国際関係学修分野に所属する教員は、学生が学修分野の仮登録を行う第2セメスターより、プログラムに登録した学生に対し、適宜指導を行い、第

6セメスターのオナーズ‧プログラムへの登録継続及び最終的なオナーズ認定に繋げるようにします。専門演習を履修する第5セメスターからは、演

習担当教員が指導、支援を行います。

オナーズ‧プログラムを修了した学生に対し、卒業時に、APS学部長名による「国際関係オナーズ認定証（Honors Certi�cate in International

Relations and Peace Studies）」を国際関係学修分野の教務主任が授与します。認定証の再発行は、原則として不可とします。

国際関係学修分野　教務主任

平野 実晴　m-hirano@apu.ac.jp

教員による支援

IRオナーズ‧プログラム修了認定について

照会先
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対象プログラム 国内学生 国際学生

①FIRSTプログラム（海外） ○
×

（但し、日本語基準学生は可）

②FIRSTプログラム（国内） × ○

③SECONDプログラム ○ ○

④英語イマージョン‧プログラム ○
×

（但し、日本語基準学生は可）

⑤AP言語イマージョン‧プログラム ○
○

（母語以外）

⑥SENDプログラム ○
×

（但し、日本語母語は可）

⑦サービスラーニング‧プログラム ○
△

（日本語基準学生を優先）

⑧インターンシップ（協定型-海外の企業等） ○ ○

⑨インターンシップ（協定型-国内の企業等） × ○

⑩Global Communication Program (GCP) プログラム ○
×

（但し、日本語基準学生は可）

⑪フィールド‧スタディ（海外） ○ ○

⑫フィールド‧スタディ（国内） × ○

⑬プロジェクト研究（海外） ○ ○

⑭プロジェクト研究（国内） × ○

⑮海外サマープログラム

（大学が指定する、協定校のサマープログラムのみ）
○ ○

⑯交換留学（海外協定大学） ○
○

（母国以外）

⑰共同学位プログラム ○
○

（母国以外）

別表：対象となるO�-campus Programs
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立命館大学等の国内大学との交換留学（単位認定）プログラムは対象としない。※

プログラムの新規開発、見直しにより、対象プログラムが変更（追加‧削除）されることがある。※
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APS 2017カリキュラム図
●各学修分野の必修科目
※１この表に記載されている科目は、毎セメスター開講されるとは限りません。開講される科目の詳細は、シラバスか時間割を確認してください。
※２「コア科目」または「APS共通」に配置された科目を履修して修得した単位はいずれの学修分野にも集計されません。
※３「APS共通B」または「演習」に配置された科目を履修して修得した単位は、全ての学修分野に集計されます。

(追加)
インターンシップ 4

(追加) 海外集中言語研修 4
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